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〇 2024年9月30日付の文部科学省からの事務連絡（通知文書）にて、教育
委員会及び事務主管課等経由で全国の小中高校、大学及び公民館・図書館
等宛に、「金融経済教育推進機構（J-FLEC）による講師派遣（出張授業）の
申込受付及び教材の提供等について」を発出しています。

【要旨】

✓近年の金融経済教育の重要性の高まりを受け、学校においても
金融リテラシー（お金に関する知識や判断力）を身に付けられるよう、
定期的に専門家等による金融経済教育を受けられる機会を提供。

✓具体的には、J-FLECにおいて、文部科学省とも連携し、講師派遣
（出張授業）及び学校の授業等で使用可能な教材（対象年齢層別）を
ウェブページ等で提供。

✓学校及び社会教育施設等においても、金融経済教育の充実に向けて、
講師派遣（出張授業）及び教材等の積極的な活用を検討ください。

文部科学省事務連絡（通知文書）の要旨
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〇 「金融リテラシー・マップ」に沿って、年齢層別に最低限身に付けるべき金融
リテラシーを習得いただけるよう、「標準講義資料」をもとに、J-FLECが認定
した講師が授業を実施（講義料や派遣に係る交通費は無料（J-FLECが負担）。

年齢層 学べる主な内容（例）

小学生
「おこづかいから学ぶお金の話」
・おこづかいの使い方、貯め方、お金の流れ・トラブルの事例など
※ ドリル・ゲーム・クイズなども活用した参加型形式もあり

中学生・
高校生

「大人になる前に知っておきたいお金の話」
・収支管理の基本、お金の貯め方のコツ、資産形成と経済活動の関係性、
クレジット・奨学金の仕組みと注意点、金融トラブルの防止など

大学生・
若手社会人
（10代～20代）

「社会人として知っておきたいお金の話」
・家計管理や給与明細の見方、資産形成の基本（長期・積立・分散）や
支援制度（NISAなど）、社会保険と民間保険、クレジット、奨学金、
金融トラブルの防止など

※特別支援学校向け、教員向けにも研修・授業を実施する。

講師派遣（出張授業）の概要
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大学生

社会人として知っておきたいお金の話
１ 【導入】 金融リテラシーとは
２ 【使う】 生活設計（ライフプランニング）
３ 【使う】 家計管理（収入と支出のバランス）
４ 【貯める・増やす】 資産形成の基本（長期・積立・分散）
５ 【貯める・増やす】 資産形成の制度（NISA等）
６ 【備える】 社会保険と民間保険
７ 【借りる】 ローン・クレジット、奨学金
８ 【注意】 金融トラブル、相談窓口

標準講義資料（目次）

➢ お金の基礎知識として、新入生向け

オリエンテーションでの単発授業や

基礎教養科目での授業がイメージ

いただきやすいです。

➢ １－２時限の単発授業だけでなく、

大学連携講座として、５～１５コマ

での単位取得講座も実施可能です。

標準講義資料（大学生向け）の概要

社会人として知っておくべきお金の知識

（奨学金の返済、社会保険等）を学びます。



4２０２４年大学連携講座開講先

2024年度開講先（五十音順）

学習院大学（全学部） 大学コンソーシアム大阪（単位互換包括協定大学）

関東学院大学（経営学部） 中央大学（商学部）

岐阜協立大学（経営学部） 東京理科大学（経営学部）

慶應義塾大学（経済学部） 東洋英和女学院大学（全学部）

県立広島大学（地域創生学部） 名古屋短期大学（現代教養学科）

甲南大学（リカレント教育センター） 日本大学（経済学部）

神戸親和大学（全学部） 広島大学（経済学部）

埼玉大学（経済学部） 明治大学（経営学部、政治経済学部）

実践女子大学（全学部） 明治学院大学（経済学部）

椙山女学園大学（現代マネジメント学部） 明星大学（経営学部）

専修大学（全学部） 計２１校

➢ 大学によって講座数は異なる。また、全学部対象としている場合、基礎教養科目として講座
を構えている場合が多い。

➢ 複数回授業が対象のため、記載以外でも単発授業での実施先あり。



5講師派遣（出張授業）申し込み方

HPトップの講師派遣
（出張授業）ご案内

をクリック

概要・コンテンツ、お申込みから
講師派遣までの流れ等を確認
の上で、お申込みください。

＜注意事項＞

・派遣希望日の４５日前までに申し込み

・お金に関する幅広いテーマを講義

（逸脱するテーマ・極端に特化したテーマは不可）

・受講者は原則１０人以上

・紙配布は申込者にて対応
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●対象：中学生～大学生
●学習に必要な時間（目安）：１か月以上が望ましい

（参加時間が短いと株価の動きと社会の動きの関係が分かりにくくなります）

●教材：ガイドブック
教材データ（PDF）はWEBで取得可能ですが、ご利用にあたっては申込が必要です。

〇 仮想所持金（1,000万円）をもとに、東京証券取引所に上場している銘柄について、どの銘柄を売
買するのか議論しながら、実際の株価（終値）に基づいて株式の模擬売買を行うシミュレーション教
材です。

〇 株式の模擬売買を通じて、株価変動の背景となっている現実の経済・社会の動きに生徒たちの目を
向けさせることを目的としています。

【ガイドブック（中学生・高校生向け）】 【シミュレーション（株式学習ゲームホームページ）】

【参考】提供教材（株式学習ゲーム）



7【参考】提供教材（資産形成タイムトラベル）

●対象：中学生～大学生
●学習に必要な時間（目安）：50～60分程度
●教材：資産運用記録表・ワークシート、使い方マニュアル（PDF）は

WEBで取得可能です。また、振り返り動画もWEBで視聴可能です。

〇 過去にタイムトラベルして、「あの時投資をしていたらどうなっていたか」を体験する資産形成体験
シミュレーション教材です。

○ ポートフォリオ（金融商品の組合せ）を考え、最大20年間の積立運用を行います。

〇 資産形成を疑似体験することで、社会や経済の動きと金融商品の価格変動の関係を体感するとと
もに、金融商品のリスクとリターンの関係や資産形成における長期・積立・分散投資の効果について
理解を深めることができます。

【リスクとリターンの関係について説明】

【金融商品の説明】

【シミュレーション（運用成績の推移例）】
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